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鉄鋼業における総量削減への取組み鉄鋼業 おける総量削減 の取組み

社団法人 日本鉄鋼連盟

土壌・水質分科会

鉄鋼業のプロセスフロー例鉄鋼業のプ セスフ 例
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鉄鋼業の３海域のCOD削減対策

時期 排水処理規制対応内容

Ｓ５４以前 凝集沈殿処理、含油排水処理増強 等

第１次 含油排水活性炭処理設備設置、COD連続分析装置設置 等

第２次 含油排水処理安定化 等

第３次 次亜鉛素酸ソーダ注入装置、オゾン酸化設備、第 酸 装 、 酸 設備、

ｼｯｸﾅー増設 等

第４次 含油排水処理設備、処理水循環使用による排水削減、排水活第 含油排水処理設備、処理水循環使用 よる排水削減、排水活
性汚泥処理化推進 等

第５次 合併浄化槽化推進、ＣＯＤ連続分析計設置、排水処理設備更
新 等

第６次 液酸蒸発用温水排水の再使用配管、Ｎ分析装置更新、連続
測定器設置 安水処理増強 等測定器設置、安水処理増強 等
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含油排水２次処理設備
PAC

Ca(OH)2
PAC

Ca(OH)2
含油廃液

2次反応槽 2次加圧浮上槽 処理水槽受入槽 1次反応槽 着水池1次加圧浮上槽

Ｐ
Ｐ

M

凝集剤

M

M ろ過水槽 処理水槽ろ過器 活性炭塔
Ｐ

Ｐ 放流Ｐ

原水槽 生物処理槽 沈殿槽

汚泥貯槽

脱水機

反応槽
凝集槽

ろ過水槽 処理水槽ろ過器 活性炭塔

Ｐ

新設

従来からの加圧浮上処理後の排水を、更に生物処理を行うことでCOD負荷を低減。

汚泥貯槽 新設
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鉄鋼業の３海域の窒素削減対策

時期 排水処理規制対応内容

規制導入以前 廃酸回収装置導入、生物脱窒処理設備
設置 等設置 等

第５次 アルカリストリッピング導入、減圧蒸留装
置設置、Ｎ，Ｐ連続分析装置設置 等

第６次 ｺｰｸｽ安水窒素除去対策 高効率脱窒装第６次 ｺ ｸｽ安水窒素除去対策、高効率脱窒装
置設置、活性汚泥処理設備増強 等
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高効率脱窒素装置
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ﾒﾀﾉｰﾙ添加量

成
適正範囲

No.1 No.2
攪拌ﾄﾙｸ

供給メタノールとCODの関係

脱窒素設備 は微生物に水素供与体と

脱気槽

脱窒素設備では微生物に水素供与体と
してﾒﾀﾉｰﾙを与え硝酸性窒素を窒素ｶﾞｽ
まで還元し脱硝している｡このﾒﾀﾉｰﾙは
そのままではCOD源となるため 過剰 脱気槽

沈殿槽

そのままではCOD源となるため､過剰
に供給されると排水中のCODを高く
するが､不足するとCOD源となる亜硝
酸ｲｵﾝが生じる結果となる 沈殿槽

N分析値

酸ｲｵﾝが生じる結果となる｡

６

アルカリストリ ピング設備増強ガス アルカリストリッピング設備増強

コークス炉安水からのアンモニア除去において、

Ｃガス
精製工程

ク 炉安水 らのアン ア除去 お て、
水酸化ナトリウムを添加することによりアンモニア
の遊離・除去を促進し、排水のＮ負荷を低減。

NH +＋OH ⇔ NH ↑＋H O

ｺ ｸｽ炉

NH4
+＋OH- ⇔ NH3↑＋H2O

ｺｰｸｽ炉

NH3
工事項目

① ｱﾙｶﾘ添加

④

安水

真空ﾎﾟﾝﾌﾟ

N OH槽 酸

① ｱﾙｶﾘ添加

② pH調整

③ 熱交換器増強

① ②

安水
タール

ﾀｰﾙﾃﾞｶﾝﾀ

NaOH槽 硫酸槽

T-N

pH
T-N

③ 熱交換器増強
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⑤ N自動分析⑤

安水

ﾀ ﾙﾃ ｶﾝﾀ

活性汚泥処理
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鉄鋼業の投資額と排出実績（東京湾）
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鉄鋼業の投資額と排出実績（伊勢湾）

70

80

)

10

7

8

9

25

30

投資

40

50

60

額
(億

円
)

5 t/
日

)

投資 5

6

7

(億
円

)

15

20

t/
日

)

投資

窒素

20

30

40

積
投

資
額 5

C
O

D
(t投資

COD
3

4

計
投

資
額

10

15

窒
素

(t

0

10

20

累
積

0 0

1

2

累
計

0

5

0

５４以
前 １次 ２次 ３次 ４次 ５次 ６次

0 0

規
制

以
前 ５次 ６次

0

S５４
総量規制（次） 規

制
総量規制（次）

10

鉄鋼業の投資額と排出実績（瀬戸内海）
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第７次規制による鉄鋼業の懸念第７次規制による鉄鋼業の懸念

・熱間製造であるため間接冷却も含め使用水量が多く、
規制強化された場合、対策設備投資が莫大となる。

般的 法規制値より 段厳し ベ 条例規制・一般的に法規制値より一段厳しいレベルで条例規制
値が定められている。法規制値が強化された場合、
それに伴って条例値を更に厳しく見直すことが一般
的で、法規制を十分に守っておりながら更に困難な的で、法規制を十分に守っておりながら更に困難な
対応を求められることが多い。

・規制が強化された場合は水処理のためのエネル
ギー も水処理によって発生する廃棄物の量も増加しギ も水処理によ て発生する廃棄物の量も増加し
てし まう。
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